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　Abstract : On the antagonistic activity of Trieゐ∂ｊ。ｒ。naspp. to Ｆｕｓａｒiｕｍｏｘｙｓｐｏｒｕin.Hirosuke

Ogura and Mitsunori Hayashi, Laboratory of Plant Pathology, Faculty of Agriculture. Though

Tｒｉｃｈｏｄｅｒｍａａｒｅｗin soil ubiquitously, this fungus inhabited more in soil planted tomato or

cucumber than in non-cultivated soil, and was one of dominant group in the microflora there. At

the competition for nutrient in soil T7･ｉｃｈｏｄｅｒｍａwasmost vigorous one among this dominant

group and then Ｆｕｓａｒiｕｍｏエｙｓｐｏ･ｒｕｍwas following.　At the competition between Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ

and Ｆ，ｏエｙｓｐｏｒｕｍthe former occupied more pieces of straw than latter, generally, but･ this

phenomenon varied with assortment each isotate. In Ｆ. oxyspc mm group the saprophytic tvoe

had more severe colonized ability to rice straw in soil than the pathogenic type under the presence

of Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ.Antagonisticactivity of this fungus to Ｆ. 。xysporum increased in alkali side of

medium and lower concentration of nitrogen sources. When corn powder as low nitrogen source

was added in soil, the activity of Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａincreased and ratio of damped cucumber caused

by Ｆ. 。jり

isolate had not activity to Ｆ. 。jり

powder as high nitrogen source was added in soil the activity of Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａwasless than in

soil added corn, and damping retio was appeared severely.

寸　j.

　土壌病害は，病原菌が土壌中で腐生的に生存し，‘増殖することにより，その場所で他の土壌菌に

対して優位性を獲得することによって起る。さらに寄主植物を利用することにより病原菌は生存域

を拡大する。一方，土壌中には多くの微生物が自己の生存の場を獲得するために養分競合や空間競

合を行なっている。この競合は養分の多い植物残故や生活根の周辺ではげしく起ると考えられる。

土壌病原菌は一般に腐生競合に弱く，微生物相構成員の組合せ，物理的条件，化学的条件などの複

合的要因により生存が左右されやすい。 Ｓａｎｆｏrdl･2'，Ｈｅｎrｙ3･4)は土壌病害の発生と土壌微生物相，

さらに土壌中の桔抗微生物との関係について報告している。 Ｐｏrtｅr5リま植物残澄上でおたがいに隣

接した微生物の間には生育の阻害，共存あるいは無関係な行動があることを述べている。土壌中に

生息する糸状菌についての多くの報告は，特定の条件を除いては，優勢菌群としてＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ,

Ｆｕｓａｒiｕｍ，　Penicilliｕｍ，Ａｓｐｅｒgillｕｓその他ある程床限られた菌群を挙げ,'そのうちの若干の菌

群は抗菌力をもつことが調べられている。これらの菌の競合あるいは桔抗についてはＷａｋsｍａｎ６)，

Ｐａrk7)，Ｃｌａｒk砧，らか，Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａについては西門・渡辺9)，大島1o)をはじめ多くの報告があ

る。

　本報告は。キュウリつる割病菌に対する＾ｒｉｃｈｏｄｅｒｖiaの抗菌力について検討した。
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　　実験方法ならびに実験結果

　1.土壌中のＴｒich-ｏｄｅｒｍｃｉ　　　　　　　　　　　　ニ

　当研究室所属の圃場に２年間キュウリおよびトマト,をそれぞれ連作，あるいは休閑した場合，そ

れぞれの圃場におけるＴｒｉｃｈｏｄｅｒｖia　の菌数を調査した。訴作地は毎年４月に反当イネわら1000

kg，油粕120 kg を施用し，１ヵ月後にそれぞれの作物を定植した6　休閑地は人為的処理は行なわ

ず，時々除草を行なった程度である。調査は７月に行ない，寒天稀釈法と残澄法を併用した。培地

はいずれもローズベンガル150ppm,ストレプトマイシツ50ppmを含むジャガイモ煎汁寒天培地

を用い，寒天稀釈法では土壌20gを，残澄法は水を加えた200g c土壌より浮上する残澄小片100

片を用い，４日間25°Ｃに静置して出現する菌数を調査した(第,1表)。

　　　　　　　　　　　　　　Tab＼ｅ　V. Ｎｕ・ｎｂｅｒぼｆｕｎｇｉｉｎｓｏil

Field isolated fungi

Tomato field

Cucumber field

Non planted

Method for isolation

　　　Agar dilution

Total fungi　　Trichoderniどz

　* 21.1×103　　　4310

　　16.2×103　　　3120

　　　8.5×103　　　1750'

　　　　　　　Plantdebris

･. Total fungi　　　Trichc jE7･ma

** 235

５
　
２

９
　
０
０

１
　
’
―

８
　
１

２
　
２

12

　　＊　Number of fungi per l g of dry soil

　　＊＊　Number of fungi per 100 pieces of plant debris '

　休閑地の糸状菌数は耕作地に比してやゝ少ない。Ｔｒie)！ｏｄｅｒｎｉａの出現比率は寒天稀釈法によれ

ば３土壌ともあまり差は認められないが，同時に出揖する雁勢菌群には　PenicilliｕｍやAsper･

gillｕｓのように胞子を多く形成する菌が多い。これに対し，残置より出現する"Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａの比

率は寒天稀釈法のそれに比べて小さく，とくに休閑地では耕作地よりもＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａの占める

割合はかなり低い。一方，出現する優勢菌の種類仏稀釈防ではＴｒｉｃＫｏｄｅｒｍａ， Ｐｅｎtｃぶ伍ｍ，

Ｃｈａｅtｏｍｉｕｍ,　Ａｓｐｅｒｓillｕｓ，　Ｆ. ｏエ.ｙｓｐｒｕni， Ｆ.　ｒｏｓｅｕｍ。Ｆｕllｕlaｒiaとなるのに対し，残漬法で

はＦ，ｒｏｓｅｕｔｎ，Ｆ．ｏｘｖｓｐｏｒｕｍ． Ｔｒｔｃｆｉｏｄｅｒｍａ， Ｍとｙｒoffiecｔｔｔｍ ， l）ｔぶｕlaｒia，　Ｈｕｍｉｃｏｌａ，
Ｃｌａｄｏ-

７･hinｕｍ, 　Ｃｈａｅｔｏｖiiｕｍ，
Ｐｅｎｉｃぶiｕｍ， 　Ｃｏｎｉｏtｈｅｃｉｕｍ。Ｆａｐｒｏｓｐｏｒａと多様化の傾向が認められ

るｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７

　2.優勢菌群間の土壌中での競合　　　　　　　　　。

　上記の実験において残浦上から出現する菌群のう,ち，いずれの土壌からも検出され，しかも，可

成の数が検出されるＦ｡７･ｏｓｅｕｍ， Ｆ.　ｏｏｃｙｓｐｏｒｕｍ，　Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ， Ｍｙｒｏtｈｅｃｉｕｍ， Ｐｖllｕlaｒiaｙ

Ｈ！ｉｍｉｃｏｌａ，　Ｃｌａｄｏｒｈｉｎｕｍ，　ＣＫａｅtｏｍｉｕｍ，Ｆｙthitロ?lにつ｡いで土壌中での序列を検討した。供試９

菌株は各菌群のうちで培地上の生育の良好のものから選んだ。　あらかじめCzapek液を添加した

バーミキュライトに25°Ｃで10日間培養した各菌株を腰高ペトリ皿内で約10mlずつ混和し，殺

菌した土壌を加えて200mlとし，均一に混合したの/ち殺菌冰で湿度を60％（ｖ/Ｖ）に調整し25°Ｃ.

に保った。処理後10日ごとに，殺菌した稲わらを挿入して３日後に取出して水洗し，ジャガイモ煎

汁培地上に置き，出現する菌を調査した（第２表）。

　菌数は実験のたびに変勤し，この傾向は数の少ない菌株にしばしば認められる。第２表はその一

部にすぎないが，供試した各菌のうちではＦ.
　ｏ：χｚｙｓｐｏｒｕｍ，

Ｔｔ･ｉｃｈｏｄｅｒｍａは実験の期間を通じて

数も多く安定した生存を示すと思われる。また・Ｍｙｒｏtheciｕｍ。Ｈｕmi ｃｏｌａ，Ｃｈａｅtｏｍｉｕｍも数は
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100/22

92/41

87/31

81/44

91/21

73/42
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　＊　Fungi were isolated from cucumber and tomato field at the experfment

　　　ofTable-1.

＊＊　Number of fungi on 100 pieces of rice straw buried in soil.

少ないが比較的変動が少ない。その他の菌株は時間の経つにつれて減少するが，その減少の程度は

実験のたびに一定していない。

　3. Tr･ｉｃｈｏｄｅ７~ｔｎａとｙａり乎○Γμ77z　との競合　　　　　　　　　，

　上記の結果より，土壌中ではＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａが各菌群の間では優位を保ち・Ｆ．ｏエｙゆｏｒｕｍが

これに次ぐ傾向が認められる。両菌を土壌より採取して稲わらべの着生の程度を調査した。供試菌

株はＦ． ｏエ:ｙｓｐｏｒｕmj｀.ｃｕｃｕｍｅｒinｕm　3菌株(F501, F504, F507号菌），キュウリやトマト

に対し病原性をもたず腐生型と思われるＦ．０エｙゆｏｒｕin　3菌株(F105, F109, F112号菌），

Table 3. Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｎｄ Ｆ．ｏエ:ｙｓｐｏｒｕｍ　ｏｎ　ｒｉｃｅ ｓtｒａｖｏ ｉｎ ｓtｅｒiliｚｅｄ ｓｏｉｌ

　　　　　　ａｄｄｅｄ ｃａｕｓal both fｕｎｓi

Fｕｓａｒiｕｍ

Tｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ

　　　　　　Ｔ 101

　　　　　　Ｔ 102

　　　　　　Ｔ 103

　　　　　　Ｔ 104

　　　　　　Ｔ 105

　　　　　　Ｔ 106

　　　　　　Ｔ 107

　　　　　　Ｔ 108

　　　　　　Ｔ 109

　　　　　　Ｔ 110

　　　　　　Ｔ 111

　　　　　　Ｔ 112

　　　　　　Ｔ 113

　　　　　　Ｔ 114

　　　　　　Ｔ 115

　F 105
-
* 92/66

　81/70

　86/59

　76/61

　90/55

　72/62

　92/71

　82/44

　92/37

　52/52

　76/50

　52/58

　68/70

　85/51

　93/52

Saprophytic type

　　　F 109

　　　93/46

　　　76/55

　　　91/56

　　　90/56

　　　96/44

　　　81/37

　　　95/33

　　　93/33

　　　100/32

　　　66/46

　　　85/44

　　　61/42

　　　72/51

　　　92/50

　　‘90/45

F 112
-
93/56

73/69

77/61

73/65

82/77

76/57

92/51

75/50

93/51

56/59

73/50

55/57

65/65

82/71

93/53

F 501

-
85/36

91/58

83/56

73/51

85/36

75/49

93/35

86/39

96/39

62/51

82/46

58/46

71/49

91/34

93/35

Pathogenic type

　　　　Ｆ504

91/50

86/73

79/50

78/53

83/36

73/51

87/39

83/32

92/45

55/56

78/55

60/49- ･

72/45

93/34

98/36

＊　Per cent of appeared fungi at 20 days after inoculation in soil: ７,･ｉｃｈｏｄｅｒｍａ７Ｆｕｆａｒiｕｍ
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Tｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｓpp.15菌株である。　上記の実験と同様にバーミキュライトで各菌株を培養し，Ｆ．

ｏエ,ｙゆｏｒｕｍとＴｒｉｃｉｉｏｄｅｒｍａをそれぞれ約｡20mlずつを100mlの殺菌土壌に混和し，湿度を60

％（ｖ/ｖ）に保ち25°Ｃで20開静置した。この土壌に長さ之ｃｍの親菌した稲わらを挿入して３日

後にその中央部５ｍｍを切取って出現する菌を調査した（第３表）。

　ほとんどの場合, ＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａはＦ.０工ｙｓｐｏｒｕｍより優位にあるか両菌株の組合せによって

はかなりの差異が生じる。 Ｆ．ｏエ.ｙｓｐｏｒｕｍ　は，腐生型のものは,病原型のものに比してＴｒｉｃＫｏ-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄｅｒｍａに対して競合力が強いようである。

Table 4. Anはｇｏｎｉｓttｃ ａｃtiが,りｏｆ "Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ

　　　　　to Ｆ. ｏエｙｓｐｏｒｕｍ ｏｎ ＰＬ)Ａ ｍｅｄｉｕｍ

T？･ｉｃｈｏｄｅｒｍａ

--

　Ｔ 101

　Ｔ 102

　Ｔ 103

　Ｔ 104

　Ｔ 105

　Ｔ 106

　Ｔ 107

　Ｔ 108

　Ｔ 109

　Ｔ 110

　Ｔ 111

　Ｔ 112

　Ｔ 113

　Ｔ 114

　Ｔ 115

Activity to Ｆｕｓａｒiｕ？ｎ

-

士
　
一

十十

一

＋＋

＋＋

一

一

土

－

＋＋

＋＋

＊　Antagonistic activity ； 一 ：none･士

　　slight,十十:severe.

T励）1ｔ S、Ａｎtａｇｏｎｉｓtｉｃ ａｃti玩tｉｌ ｏｆ Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ

　　　　　　tｏ Ｆ． ｏエｙｓｐｏｒｖｍ ０７１ＰＤ瓦■ｍｅｄｉｕｍ ａ'

　　　　　　diがｅｒｅｎｔ　ｔiＨ

　＊　T 104 was a isolate not inhibited growth

　　　ofＦ．０ｚ：ｙｓｐｏｒｕmbut T 105 was a isolate

　　　inhibited it severety.

＊＊　Antagonistic activity.　一→十十:non

　　　→severe

　づぎにｰ　ＴｒｉｃｈｏｄｅｒｉｎａのＦ．ｏ巧打boruin i<^ﾆ

対する抑制の有無を培地上で調査した。ペトリ

皿内のジャガイモ煎汁培地上にＦ.ｏエｙｓpoｒｕｍ

　(F504号菌）と　Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａを対峙させ，

25°Ｃに５日開静置したのち両者の措抗を調査

した（第４表）。

　Ｆ．ｏｘｙｓｐｏｒiｖｍ　Vi対する抗菌力によりＴｒi一

ｃｈｏｄｅｒｍａは３群に分けられる。抗菌力の強い

菌株(TlOl, T105, T107, T108. T114,

T115号菌）はＦ，ｏエｙｓpoｒｔロ?ｌの菌糸を黄変さ

せ生育を阻止するか，抗菌力を示さない菌株

　(T102, T104, T106, T109, TllO, T

112, T113号菌）は逆に対抗菌により菌糸の生

育抑制をうける。またT103，T110号菌は両者

の中間型として，対抗菌の生育を遅延させる

か，その作用は弱い。これらの結果より，以後

の実験には抗菌力を示さないT104号菌，抗菌

力の強いT105, T115号菌を，病原菌としては

胞子形成は少ないが病原性の強いF504号菌を

用いた。

　培地の’pnが両菌の競今に及ぼす影響を知

るために，pH･の異なるジャガイモ煎汁培地に

両菌を対峙させた（第５表）。

　Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａの生育はいずれもｐＨが増加

すると低下するにも拘らず，アルカリ側では，

抗菌力を示さないT104菌でもわずかながら抗

菌力が認められた。　T105, T115号菌は中性

付近で抗菌力が強く，アルカリ側ではやゝ低下

するが，酸性側ではさらに抗菌力は低下する。

しかし，同じ実験をCzapek培地で行なうと，

T104号菌は全く抗菌力を示さなかった。

　また，養分濃度の異なる培地上での両菌の競

合を観察した。すなわち, Czapek処方の窒素

源あるいは炭素源の量を変えた培地上，あるいはNaNOsに換えてＶ８ジュースを用いた培地上

で両菌を25°Ｃで対峙させた（第６表）。　　　　　　　　≒



Clover

Corn

に対する抗菌力について（小倉・林） 18ろ

V8＊＊＊

Table 6j　A71£ａｇｏｎｉｓtｉｃ ａｃtiｖiり可Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ 　tｏ Ｆ. ｏｚ:ｙｓ夕ｎＴｕｍ ｏぞI Cｚａｆｅｆｅ’ｓｍｅｄｉｕｍ-･ ａｔ

　　　　　ｄｉｊｆｅｒｅｎt ？ｌｕtｒｉｅｎt ｃｏｎｄｉtioれ

T ｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ

Cone, of Ｃ source*

1/10　1/5　　1
２ ５ 1/10

　Cone, of Ｎ source**

1/5　1　　　2　　5

　　　＊　Sucrose was added at different ratio in Czapek's preparation. Unit l was standard

　　　　　prepartion.

　　　＊＊　NaNOs was added at different ratio in Czapek's preparation. Unit l was standard

　　　　　preparation.

　　＊＊＊　V 8 juice was added in Czapek's agar medium that was taken ‘off NaNOs.

　　＊＊＊＊　Antagonistic activity.　－一一十十: non-→severe.

　抗菌力を示さないT104号菌は窒素源の少ない培地上ではあきらかに　Ｆ．０エｙｓｐｏｎ↓ｍの生育を

阻止した。抗菌力をもつT105号菌は炭素源や窒素源の割合により抗菌力に差が認められる。両菌

株ともにＶ８ジュースを添加すれば抗菌力は増大する。

　以上の結果，菌をとりまく栄養環境により各菌株の活性に相違が認められるので，土壌中での残

痕の質的な差異と抗菌力との関連を検討した。砂土の中にトウモロコシ粉末およびクローバーの粉

末をそれぞれ砂に対する比率が1/75の割合に混ぜ，殺菌後，バーミキュライト中に生育'させた各菌

株を単独あるいは混合して接種した。接種量は2～4ml/150mlの割合とした。土壌湿度を60％(Ｖ

/Ｖ)とし，20日間25°Ｃに置いたのちぺ寒天稀釈法で各菌数を調査した(第７表)。加えた植物

残澄の窒素量は　１ｇあたりトウモロコシは24.6mg,クローバーは44.8mgであった。

　　Table 7. F. aエｙｓｐｏｒｕｍｏｒ Ｔｒｉｃｋｏｄｅｒｍａｉｎ　ｓａｎｄａｄｄｅｄ com　ｐｏxｕｄｅｒ ｏｒ clovｅｒ leaf ｐｏｉｕｄｅｒ

　　　　　　　α∫Γesidue

F 504

T 104

T 105

F 504十T 104

F 504十Ｔ 105

F 504　.

T 104

T 105

F 504十T 104

F 504十Ｔ 105

*＊

24

13.6

7.2
-

11.2

0.8

0.8

1164.8

5.6

1436.8

187.2

632.8

　65.6

1093. 6

496

　　＊　Fungi were isolated by agar dilution methods.

　　＊＊　Number of causal fungi　；×103/ 1 g of soil.

　ＦｕｓａｒiｕｍとＴ７･ｉｃｈｏｄｅｒｍａは土壌中での胞子形成量が異なり，このため寒天稀釈法では両菌の

土壌中での菌量を必ずしも正しく評価し得ないが，クローバーを添加した場合，各菌を単独に加え

た場合と両菌を混合した場合を比較すると，　Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａの減少の割合は, 　Ｆ. ｏりｓｐｏｒｕｍのそ

れに比べていちじるしい。　しかし，抗菌力をもつT105号菌はT104号菌に比べてＦ．。乃,砂。rum

との競合に強いと思われる。また，トウモロコシを加えた土壌ではＦ．ｏエｙｓｐｏｒｕｍの減少はクロ
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－バーを加えた場合よりもいちじるしく，かつ, Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｎｎａの両菌株による差異は見出だせな

かった。このことは，両菌間の競合は土壌添加物によりかなり左右されるものと思われる。

　つぎに，このような競合か土壌中で起る場合の病害の発生について検討した。上記の実験と同様

に腰高ペトリ皿に砂とトウモロコシの粉末あるいはクローバーの粉末を加え，殺菌後，各菌株を単

独あるいは混合して接種し，全量を150mlとした。土壌湿度を60％（Ｖ/Ｖ）として10日間25°Ｃに

静置したのち，表面殺菌後催芽させたキュウリ（品種，四葉）の種子を播種し，陽光の下で25°Ｃ

に保った。播種７日後にすべてのキュウリ苗を抜き取って水洗し，罹病の程度を調査した。供試し

たキュウリは各区40本である（第８表）。

Table 8. Ｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅ　ｏｆ ｄａｍｐｅｄ ｃｕｃｕｍｂｅｒ ｓｅｅｄｌｉｎｇｓ　ｃａｔ£ｓｅｄｂ:ｙ Ｆ.。ヱｙｓi＞ｏｒｕｍ ｉｎ ｓｏｉｌａｄｄｅｄ

　　　　　　　Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ ａｎｄ　ｃｏｒｎ　ｐｏｘむｄｅｒ ｏｒ ｃｌｏｖｅｒ　ｌｅａｆ　ｐｏＴＪｏｄｅｒａｓ ｒｅｓidｕｅ

Plant residue

Clover

Corn

Isolate added

F504

F 504十T 104

F 504十Ｔ 105

F 504

F 504十T 104

F 504十Ｔ 105

　　　　　　　　　　　　　　Pathogenicity

　　　　　　Damping-off　　　　　　Rootbrawning

Preemergence　Postemergence

100％

100

100

-

　7.5 92.5

12.5

20.0

55.0

45.0

Slightly

30.0

30.0

　クローバーを土壌に添如した場合には, Trich。＆ｒ。z,2の有無に関係なくキュウリは発芽前に枯

死した。トウモロコシを添加した土壌では，ほとんどの苗は発芽後に枯死するが＞ 　Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ

を加えた場合には被害は軽減された。この場合。 　Ｔ^ｒｉｃｈｏｄｅｒｎｉａ両菌株が培地上で示した抗菌力の

強弱による差異はほとんど見られなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　察

　土壌中に生存する微生物はおたがいに競合することによりその土壌に特有の生活系を形成する。

土壌病原菌も･この系の一員として行勁する2･s'が，人為的に作物を土壌に導入することにより系は

攬乱される。この場合，病害の発生は寄主作物，寄生菌･，一般微生物との相互関係に支配される11･

12･13'。Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｎｉａは多くの土壌中から優勢菌として検出され，また，その抗菌性についての報

告も多い？･1o･14･15･16)。耕地土壌には，未耕地に比してＴｒｉｃｈｏｄｅｒｖiaが多く認められるが，これ

は土壌に施用した有機質によると考えられる。　また，土壌中の有機質上には菌群が混在するか，

Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　や　Ｆ．ｏｘｙｓｐｏｒｕｖi　が残池上に占める割合は大きい。Ｔｒibe17)，Ｔyｎｅr18'，小倉15J

は残澄の成分により競合菌群の順位には変動が起ることを報告しているｔｉ， Ｆ. ｏ河村:＞ｏｒｕｍ，

Ｍ:ｙｒｏtheciｕｉｎ，Ｈｕｍｉｃｏｌａすｊ，どは"Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａの存在の下でも生残る'ようである。 Ｐａrk7りま桔

抗菌は必ずしも競合に勝つとは限らないと述べている。桔抗菌が培地上と土壌中では作用力の異る

場合か報告されている12･13'が，供試したＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａのうち，培地上で抗菌力の大きい菌株は

土壌中でも抗菌力を示すようであるが，抗菌力を示さない菌株でも栄養条件の如何によっては多少

とも抗菌力を示すようである。大島｀゛）はＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａの胞子発芽，菌糸の生育はともに酸性側

で，また，白絹病に対する抗菌力は窒素の多い場合に大であると報告している。筆者らの一人で

ある林19)の研究でもＲ.
　ｓｏｌａｎｉに対するＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａの抗菌力は大島の報告と一致するが，
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F. ｏ勾妙０７‘ｕｍ　＼'Ｃ対しては中性あるいはアルカリ側で抗菌力が増す傾向が認められた。また，腐

生型のＦｕｓａｒiｕｍは病原型よりもＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａに抗して残澄を占有する力が大きいことなどか

ら。 Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａと耳.ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ.との間に示される抗菌力は，菌株自体のもつ抗菌能力に併せ

て，環境に対する両菌の活性の平衡の破綻がいずれの菌に不利に作用するかを考慮する必要があろ

う。残澄を加えた土壌中での両菌の動向も，クローバーの場合にはＦ．ｏエｙｓｐｏｒｕｍの活性の増大

はＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａのそれを上廻り，そのために抗菌力の弱い菌株は強い菌株よりもはげしく抑制さ

れるが･トウモ゜ニ7シ添加土壌ではＦ.０工:ｙｓｐｏｒi£ｍの活性よりもＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ菌が大であり，

このため抗菌力の弱い菌株でも強い菌株と同じ作用をＦ．ｏエｙｓｐｏｒｕｍ菌に対して表わしたと解釈

される。このような時点にキュウリの根が導入されると，両菌の間の既存の平衡は破れ，キュウリ

の根から連続的に生産される物質を加えた環境の下での両菌の競合が起るものと考えられ'る。

　稿を終えるにあたり，本研究に御助力頂いた現大塚化学株式会社伴正敏氏に謝意を表する次第で

す。

摘 要

　土壌中Rﾆ普遍的に生息するＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　のＦｕｓａｒiｕｍ０工ｙｓｐｏｒｕｍ　に対する抗菌力について

検討した。本菌は未耕地よりも既耕地に多く認められる優勢菌群の一つである。優勢菌群間の競合

では本菌は多くの場合上位に存在し，ついでＦ．○工ｙｓｐｏｒｕｍが優位を保つ傾向がある．Ｔｒｉｃｈｏ一

ｄｅｒｍａ菌株群とＦ，ｏエｙｓｐｏｒｉ£ｍ菌株群の間の残澄への着生競合ではＴｒｉｃｈｏｄｅｒｍａか優勢である

が･？｡０工ｙｓｐｏｒｕｍでは病原型よりも腐生型の方が着｡生競合力が強い。Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａの抗菌力は

pH中性かデルカリ側で強くなる。また，養分では糖過多あるいは窒素過少で抗菌力を増す。土壌

中にクローバーを添加すると;　トウモロコシを添加した場合よりも抗菌力は小さい。この土壌にキ

ュ‘ウリを植えると，発病率はトウモロコシ添加土壌の方が小さくなる。　これらのことは, Ｔｒicho-

ｄｅｒｍａの抗菌力はＦ.
　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍの活性ど相関があり，両菌の環境に対する反応を考慮する必要

がある。
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